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結 果 と送 り速度 との関係をしらべて,新刊の目
j'E7:仕上による影響を考えて見た｡
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験では上述の如き相当太 い しか も
突端角 900と言 う針をf肌 ､たO













よりス リッ ト S を通して来 る光は,この鏡に


























率は鏡 M を上下 して M を押す点 D の位置
を移動させる事 と,腕木 Aの支点 tより上の
部分 と前の部分 との比を変える事によって変え
る事が出来る｡
か くして得 られた写巽の一例は Fig･3に示
した｡
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送 り速度 10mm/Sでは- ケの歯の平均切込
二馴ま0.0081mm であ り,筆験範囲の最大の切
込最でも 0.06mm 程度 となる｡ 従って,鋪 刃
が--一･廻転する間に送 られ る距離即ち挽かれ る材
の長 さは, 送 り速度が 10mm/Sで約 2mm,
最大の 70mm/Sの送 り速度の場合でも14mnl
に過 ぎない｡即 ち挽材面のプロフィルは幾何学
的 には 2mm 乃至 14mm, 従ってオ ツシロ










る2)｡ 而 して, Fig･4は平均歯振貴は小であ
るけれ ども変輿巾の大なる No.2刃が No.1
刀,No.3刃より平均深 さが明 らかに大 となっ
ている事を示 している｡
V L､す び
は じめに述べた如 く,此の小論では何 ら断定
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